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大
正
12
年（
1
9
2
3
年
）に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
9
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
、
８
月
30
日
～
９
月
５
日
は
「
防
災
週
間
」
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
９
月
１
日
も
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、市
内
全
域
で
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

当
日
は
、
同
報
無
線
で
訓
練
広
報
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
自
宅
な
ど
の
安
全
対
策
に
加
え
、
安
否
確
認
の
方
法
や
避
難
の
流
れ
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
へ
の
備
え
は
　
ふ
だ
ん
の
生
活
か
ら

9
月
1
日（
月
）は
、
富
士
市
総
合
防
災
訓
練
訓
練

特集　災害に備える
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訓
練
の
流
れ

緊急地震速報 8:29地震発生 8:30

！！
「
訓
練
、
地
震
で
す
。
訓
練
、
地
震
で
す
。
強

い
揺
れ
に
警
戒
し
て
く
だ
さ
い
（
繰
り
返
し
）」

防
災
ラ
ジ
オ
・
携
帯
電
話
な
ど
で
緊
急
地
震

速
報
を
確
認
す
る

実
際
に
机
の
下
な
ど
危
険
を
避
け
ら
れ
る
場

所
に
行
っ
て
、
頭
や
身
を
守
る

※
強
い
揺
れ
が
あ
る
と
、
ガ
ス
は
自
動
で
止
ま

り
ま
す
。
無
理
を
し
て
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
火
を

消
し
に
行
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
訓
練
、地
震
発
生（
繰
り
返
し
）〈
サ
イ
レ
ン
〉」

震
源
が
富
士
市
に
近
い
場
合
、
緊
急
地
震
速

報
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
次

の
取
組
を
通
し
て
、地
震
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

倒
れ
そ
う
な
家
具
や
家
電
が
な
い
か
確
認
す
る

※
身
を
守
る
行
動
が
と
れ
な
い
ほ
ど
の
強
い
揺

れ
を
ふ
だ
ん
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
、
家
の
中
の

危
険
箇
所
な
ど
の
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問合せ／防災危機管理課　☎ 55-2715　 51-2040　E bousai@div.city.fuji.shizuoka.jp

様々な自主防災活動の中で最初にするべきことは、住民の「安否確認」です。
町内会・区がすぐに安否を確認できるよう、ポイントを確認しましょう。

組長（班長）など 町内会・区
自主防災会本部

報告がない人の対応に当たる

全員無事

個人または家族単位

被害あり

❸

❶

❷

 

報告なし

安否確認シートについて、詳しくは市ウェブサイトをご覧ください▶︎

安否確認の方法を再確認しましょう！

地震発生後の動きを確認しておきましょう！

市指定避難所
避難所建物の安全確認後、
屋内に入ることができます

① 災害危険区域外の人

大規模地震発生

大規模延焼火災
発生等に使用

③
自宅を失った人
自宅が災害危険
区域内の人

無事が確認できた人は
自主防災活動に
当たります② 安否確認

町内会・区 集合場所

① 津波浸水想定区域
   がけ崩れなど危険区域内の人

 広域避難地

 津波やがけ崩れの
 危険区域外

自宅が無事な人③
自主防災活動

自　宅
家屋の耐震化・
家具固定

非常用食料の備蓄

　　安否の報告先や報告方法を事前に確認する
　　世帯構成をまとめた名簿（安否確認シート）を事前に準備する
　　「無事な人」が本人や家族の無事を報告する
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「〈
サ
イ
レ
ン
〉
訓
練
、
大
津
波
警
報
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
海
岸
付
近
の
方
や
津
波
避
難
対
象

区
域
の
方
は
、高
台
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い（
繰

り
返
し
）」

組
・
班
単
位
で
安
否
確
認
を
行
い
、
町
内

会
・
区
の
集
合
場
所
や
本
部
に
報
告
す
る

町
内
会
・
区
の
自
主
防
災
活
動
（
防
災
訓

練
）
に
参
加
す
る

※
9
月
1
日
以
外
に
実
施
す
る
町
内
会
・
区
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、訓
練
の
内
容
は
、町
内
会・

区
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

津波避難対象区域に避難指示を発令

津
波
避
難
対
象
区
域
や
急
傾
斜
地
（
が
け
）

の
近
く
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
避
難
目
標
地

点
に
避
難
す
る

停
電
を
想
定
し
、
通
電
火
災
に
備
え
、
ブ

レ
ー
カ
ー
を
落
と
す

家
族
の
安
否
確
認
（
け
が
が
な
い
か
な
ど
）

を
行
う

※
防
災
週
間
（
8
月
30
日
〜
9
月
5
日
）
中

は
、
被
災
後
の
安
否
確
認
を
行
う
「
災
害

伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
1
7
1
）」
や
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
「
災
害
用
伝
言
板

（
w
e
b
1
7
1
）」
の
体
験
利
用
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　「わたしの避難計画」を作成して、避難に時間
がかかってしまう家族の有無や、自宅や通勤・通
学先など、身の回りの災害リスク、移動にかかる
時間などを確認し、「どのタイミングで」「どこに」
避難をすればよいのか、あらかじめ把握しておき
ましょう。
　避難計画は、地震や津波、大雨など、災害の種
類に応じて決めることが有効です。
　また、作成後の「わたしの避難計画」は、冷蔵
庫や玄関などの目につく場所に貼っておくこと
で、いざというときの避難に役立ちます。

「わたしの避難計画」を作成しましょう！

安
否
報
告
・
自
主
防
災
活
動
へ
の
参
加

※
防
災
訓
練
の
同
報
無
線
は
、
災
害
の
と
き
と

同
じ
順
番
で
放
送
し
ま
す
。

1日3食
7日で 21食

飲料水

水・食料、トイレは7日分以上の備蓄をお願いします。

携帯トイレ

ローリングストック法（回転備蓄）で！
日常使う食料品を少し多めに買い置きして、消費
した分だけ補充していく方法。古いものから先に
使うように収納しておくと、うまく循環できます。

1日3リットル
7日で 21リットル

一人分の目安（7日分）
食料

非常用備蓄品の準備

1日5回分
7日で 35回分

▲�詳しくは
こちら

家具類の転倒防止

今までに起きた地震では、家具の転倒や落下、ガラス
の破損などで多くの人がけがをし、命を落としました。
災害が起きたときをイメージして、自宅の危険な場所
の対策をしましょう。

リビングやキッチンの家具を固定しているか
布団やベッドの近くに大きな家具を置いていないか
窓ガラスが飛び散らないように対策できているか

富士市では、高齢者や障害者などの世帯を対
象に「家具固定推進事業」を実施しています。
防災危機管理課または各地区まちづくりセン
ターで申込みができます。

例えば…こんなところをチェック！

自分で固定ができない人は

私の家の安全対策 大きな地震の後でも、住み慣れた自宅で
生活をするために、対策をしておきましょうCheck！

富士市の防災が
まとめてわかる

富士市防災アプリ

▲詳しくは
　こちら

防災情報お知らせ機能、避難施
設・災害リスク検索、ハザード
マップ機能　など


